
君
の
世
界
が

　き
っ
と
広
が
る

君
の
世
界
が

　き
っ
と
広
が
る

Hachinohe St.Ursula

Junior High School
School Guide

スクールガイド八戸聖ウルスラ学院中学校

2027



他者と共に

他者のために
A Person for Others

A Person with Others

豊かな人間性が育つ

世界が身近な環境で学べる

学校だけでしっかり伸びる
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豊かな人間性が育つ

Develop a Rich Character

　ウルスラ中では、自分の考えを他の生徒た
ちの前で発表する機会が多数あります。大勢
の人の前で話すことはもちろん、他の生徒の
発表に対して自分の意見を伝える経験を重
ねていくことで、プレゼンテーションやディ
ベートの能力が高まります。身に付けた思考
力や判断力、論理的な表現力は、大学入試や
就職試験のほか、社会に出た後も役に立つ
スキルです。

　ウルスラの朝は毎日お祈りで始まります。 心を静め、
世界の平和や苦しむ人たちのために祈ります。音楽の
授業では、ヴァイオリンやチェロをみんなで演奏。クラ
シック音楽の基礎を学びながら一つの音楽を作り上
げます。畑作業の時間では、草刈りや水やり、収穫に加
え、調べ学習や発表にも取り組みながら、助け合って課
題に向き合い、自然環境や生態系についても学びます。
命についての理解を深めながら、自然や周りの人と関
わる中で、自分の生き方や在り方を考えます。

　めまぐるしく変化する社会を
生き抜くためには、発信力や思
考力などの力をこれまで以上に
磨くことが求められます。一方
で、他者を理解し、思いやりの
心を持つことも大切です。ウル
スラには周囲との関わりを通し
て、豊かな人間性を育む環境が
あります。

　2027年度に新たな制服を導入します。デザイン
を一新したほか、リボンやネクタイ、ベストやパー
カーなどのアイテムも用意。一人ひとりが自分で
コーディネートを決めることで、主体性が育ちま
す。

プレゼンテーション教育

他者との関わり

制服紹介新

ベスト

パーカー

夏服

セーター

たくさんの経験を通して、自分の発表を
客観的に見て考えることができるよう
になりました。表現の幅を広げることも
できたと思います。
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中学 3 年の 7 割が英検準 2 級以上合格

合格者数東北１位

トビタテ！留学ＪＡＰＡＮ

オーストラリア研修

世界中に広がるウルスラ姉妹校 海外への留学を積極的に後押し

　英語の4技能（読む、書く、聞く、話す）習得のため、文法や読解は
もちろんのこと、外国人教員による英会話、スピーチなどの発信活
動を行う英語演習、異文化体験活動や留学生との交流を通して、確
かな英語力を育みます。また、中学３年次の放課後特別講習では即
興型英語ディベートに挑戦し、実践的な場面で英語力を高めます。

　 中 学 ２ 年 次 の 秋 に は、“パ ス
ポートのいらない英国”と言われ
る語学研修施設「ブリティッシュ
ヒルズ」（福島県）で、英語でのコ
ミュニケーションスキルに磨きを
かける異文化体験学習を行いま
す。授業で習った英語を多様な場
面で生かせるアクティビティは毎
年人気です。

　国からの奨学金で留学する制度「トビタテ！
留学ＪＡＰＡＮ」の派遣留学にウルスラ中から
内部進学した高校生が毎年多数合格し、海外
で見識を広げています。本学院では選考合格に
向けて手厚いサポートがあり、同制度での派遣
留学生数は累計で56名に上ります。

　ホームステイをしながら現地の学校に通い、姉妹校
の生徒と共に本場の学校生活をまるごと体験します。
授業も、休み時間も、放課後も全てが英語の世界。日本
語のない環境に飛び込むことで、これまで学んできた英
語が「自分の言葉」として動き出す感覚を得られます。
　日本とは全く異なる価値観や文化の中で生活を共に
することで、「当たり前」だと思っていたことが、実はそ
うではないと気付く瞬間が訪れます。その気付きこそ
が、自分自身の見方や考え方を大きく揺さぶり、成長へ
とつながる原動力になるのです。英語力の向上はもちろ
ん、視野そのものが広がる研修になります。

英語力をさらに磨く
異文化体験学習

A Global Learning Environment

世界が身近な環境で学べる
　「ウルスラ」の名を冠した姉妹校は世界70カ国
に160校以上。本校ではタイ、台湾、オーストラリ
ア、アメリカなどから毎年留学生を受け入れている
ため、国際社会を身近に感じられるのが大きな特
徴です。ホームステイなどを通して、世界で活躍す
るための知識や行動力も身に付きます。これらの活
動が認められ、本校は2022年、青森県の中学・高
校で初めて「ユネスコスクール」に認定されました。

　本学院は長年、生徒の海外留学を積極的に後押しし
ています。希望者は中学３年次に台湾（７日間）、オース
トラリア（17日間）の姉妹校へ研修に行くチャンスがあ
り、高校１年次での長期留学も可能です。

３年生　　　 が３級（中学校卒業程度）以上を取得しています。

このうち　　　が準２級（高校中級程度）以上に合格し、２級（高

校卒業程度）や準１級（大学中級程度）の合格者も 　　 複数  

輩出しています。

全員
７割

毎年

HACHINOHE

　 ウ ル ス ラ で は、 世 界 中 の    
姉 妹 校 ネットワ ー クを 活 用 し
たグローバル教 育が 盛んです。
将 来 に生 か せる英 語 教 育 に重
点 を 置 いているほ か、 異 文 化
体 験 活 動や海 外 語 学 研 修を通
して、世界における自分の生き
方を考えることができます。

留学テーマは教育、法律、観光、医療、心理学
などさまざま！今年度もさらに３名ウルスラ
中学校卒業生が合格しました。
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INTERVIEWINTERVIEW

Growth through School

学校だけでしっかり伸びる

※今年度のものです。
　変更になる場合があります。

（３年生の時間割）

自学 16:10 〜18:00

　数学と英語は、中3から高校で学ぶ範囲を
スタート。特に数学は、高2で教科書の内容
を終え、高3は受験の準備に充てることがで
きます。英語は中高一貫用のテキストを用い、
豊かな語彙力と読解力を身に付けます。ま
た、放課後特別講習（中３）で思考力養成講
座(数学)、哲学レッスン、英語ディベートに
取り組みます。

　数学、英語で習熟度別授業を実施してい
ます。定期考査ごとに、基礎を重視するクラ
スと応用にもチャレンジするクラスの入れ替
えがあります。個人の理解度に応じた指導
を受けることで着実に学習内容を理解し、集
中して授業に臨むことができます。

　内部進学したウルスラ高生から、大学合
格に向けた取り組みやプレゼンテーション
のコツについてアドバイスを受ける機会があ
るのは、同じ校舎で学ぶ中高一貫教育なら
ではです。活躍する先輩の姿は、夢に向かっ
て自分の道を切り開くためのお手本です。

　カトリック教育を基礎とした本学院と上
智大学は2023年、高大連携協定を締結し
ました。これにより、ウルスラ生は上智大学
主催のさまざまな連携プログラムに参加で
きます。スタディツアーや同大学学生との
PBL型プロジェクト（課題解決型学習）など
を通して、早くから大学での学びを意識でき
ます。

先取り学習

習熟度別授業

先輩がアドバイス

上智大との高大連携

先取り授業のおかげで、余裕を持って大学受験に向けての勉強ができました。英語は短期留
学や留学生との交流を通して楽しみながら学び、成績を向上させることができました。異文
化理解や宗教の授業でも、視野を広げることができたと感じています。

弘前大学
理工学部 機械科学科
中村 遥音さん 

自学で伸びる「学習力」

豊富な授業時間

　先取り学習を生かし、高３で問題演習に多く取
り組めます。また、中学３年次の放課後特別講習
では数学に高い関心を持つ生徒を対象に「思考力
養成講座 ( High-grade Math Class )」を実施。
授業では扱わない高度な問題や大学入試の問題
に挑戦し、発想力や思考力を高められます。

　自学時間では、全ての学年、クラスが縦割りグループに
分かれます。一日の授業内容の振り返り、宿題、予習・復
習、定期考査、検定の準備などに優先順位を決めて取り
組むことで、計画性や継続力を育てます。この時間に先生
と補習をすることもできます。友人同士で相談しながら別
室で学習を進めることも可能です。

　本校の全教科における3年間の授業時間数は、
計3990時間。公立中学校の標準授業時間（新学
習指導要領に基づく）と比較すると、945時間多く
なります。応用力を伴う学習の時間を十分に確保
できます。

数学に強い

数学

英語

中1 中 2 中 3 高 1 高 2 高 3 受験

先取り学習は中・高を通して継続！

高校で学ぶ範囲に
取り組む

高校で学ぶ範囲に
取り組む

先取り学習
スタート

受験勉強
に専念

放課後
特別講習

先取り学習
スタート

時　間

国語

理科

理科

社会

数学

総学

総学

技術・家庭

数学

英語

美術

理科

保健体育

国語

宗教

保健体育

社会

理科

英語

数学

国語

国語

英語

異文化理解

数学

音楽

音楽

社会

保健体育

英語

理科

社会

数学

数学

英会話

国語

英語

LHR

昼休み

1

2

3

4

5

6

7

自 学

月 火 水 木 金 土

○○ (部活） （部活） ○ ○
　ウルスラ中で大切にしている
の は、 分 か るまで 丁 寧 に 寄り
添うことです。習熟度別少人数
教 育 で、 学 力を 伸 ばし、 視 野
を広げ、夢のつぼみをどんどん
膨らませていきます。
　“ 学 校 完 結 型 ” の 環 境 で、
応用力まで着実に身に付けるこ
とができます。

難しい問題にチャレンジして解けるととてもうれ
しいので、数学がますます好きになりました。分
からない時でも先生が放課後に補習してくださる
ので、とてもありがたいです。
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S C H O O L

L I F E

S C H O O L

L I F E
スクールライフスクールライフ

1 2
3

4
5 6

7 8
9 10

11 12

入学式（中１）
新入生歓迎会
学習合宿（中１）
ウルスラサービアム（中３）

最強クラス決定戦
スポーツデー

学院祭
海洋生物体験（中２）
社会科体験学習（中１）
オーストラリア研修（中3）

バザー
異文化体験学習（中２）
修養会・創立記念式典

自学班対抗戦

台湾研修（中３希望者）
クリスマスプレー

送別会

卒業式（中３）

ウインタースポーツデー

マリア祭

部活動・

愛
好
会

参加
でき

る

海洋生物体験学習 自学班対抗戦 送別会

異文化体験学習

クリスマスプレー

卒業式

学院祭

ウルスラサービアム オーストラリア研修

バザー

スポーツデー最強クラス決定戦マリア祭

卓球部

吹奏楽部

バドミントン部

華道部
演劇部

クッキングクラブ
音楽部

美術部・イラスト漫画部
吹奏楽部

ジャンボ国際交流部
書道部
茶道部

将棋愛好会
英会話愛好会
写真愛好会

剣道部
卓球部

バドミントン部
サッカー部

ソフトテニス部
ダンス愛好会
新体操愛好会

生徒会執行部

文化系

運動系
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　年を通して育

て
た
い

力

　入学後すぐの学習合宿で、中学校
での勉強の仕方を学びます。放課後
の自学、個別指導を受けることで基
礎を固め、1年次から英語検定や数
学検定などにチャレンジ。2年次で
は、さらに上の級を目指します。

　学力を着実に伸ばし、将来の進
路に向けて視野を広げていきます。
先取り学習をしている数学と英語
は中3から高校の内容がスタート。
一人ひとりのレベルに合わせた指
導が受けられるので、安心して取り
組めます。

　自分の進路に合った学びを深
めます。苦手科目の学び直しから
難関大学の受験対策まで、一人ひ
とりが自分なりのプランを立てて
過ごす期間です。きめ細やかなサ
ポートの下、希望大学への合格を目
指します。

基礎期

充実期

発展期

中１～中２

中3～高1

高2～高３

年間の
 ステップ
年間の
 ステップ

６６

中学入学から高校卒業までの６年
間を、２年ずつ「基礎期」「充実期」
「発展期」に分けて成長を促すウル
スラの中高一貫教育。自分らしく
生きるための力を育てます。

表現力

発信力 判断力

行動力

協働力

論理的
思考力

６

生徒・保護者からのメッセージ

　中学校では、実用的な英語を学ぶ機会が多く、英語を実際に
話す経験を重ねる中で、話すことに自信を持てるようになりまし
た。高校ではその経験を生かし、台湾、オーストラリア、アメリカ
での研修に参加。英語力の向上を実感しています。
　現在は理系を選択し、物理を中心に学びながら、大学受験に
向けての勉強と、生徒会副会長としての生徒会活動の両立に励
んでいます。将来は中学校・高校の理科教員となり、学びや挑
戦の大切さを生徒に伝えられる存在になりたいと考えています。

　ウルスラ中の大きな特徴の一つは英語と数学の先取り学習で
す。入学当初はついていけるかどうかとても不安でしたが、先生
方の手厚いサポートのおかげで安心して授業を受けることがで
きています。
　このほか、ウルスラ中には放課後に自学に取り組む時間があ
ります。その日に分からなかった部分を先生に質問することもで
きるので、理解が深まります。
　このような環境で学べることに感謝し、充実した学校生活を
送りながら、自分の夢の実現に向けて努力していきたいです。

　ウルスラの魅力は、何といっても「一人ひとりを手厚く支えて
くれる環境」と「中高一貫校ならではの計画的な学習カリキュラ
ム」にあります。
　中高一貫のメリットを生かした先取り学習により、早い段階か
ら大学入試を見据えた応用演習にじっくり取り組めます。
　先生方による検定対策のサポートも非常に心強く感じていま
す。英検対策では、本番さながらの面接練習やリスニング指導を
徹底してくださるため、高い目標にも自信を持って挑戦すること
ができました。

　ウルスラ中の良いところは、授業がとても分かりやすいところ
や、安心して学べる環境が整っていることです。特に、数学と英
語では、レベル別に分かれて授業が行われているため、自分の理
解度に合ったペースで学習することができます。
　また、先生の教え方が分かりやすく、グループワークの中で楽
しみながら覚えることができます。勉強だけでなく、学校行事に
も全力で取り組める、メリハリのある学校です。

　在校生の皆さんに、ウルスラでの学びや学校生活、将来の夢について語ってもらいました。
また、保護者の皆さんからお子さんの成長についてメッセージを頂きました。

　兄が自ら志望し入学した学校での生活は日々充実しており、その様子を見てきた弟も中学受験をしました。現在は兄弟そ
ろって通学し、友人や先生方に恵まれ、勉強や行事、課外活動に取り組んでいます。海外での異文化交流を通じて視野を広
げ、男女の垣根なく切磋琢磨する中で、毎日を生き生きと楽しんでいる姿に、親として大きな成長を感じています。

　ウルスラ中へ通う中で、夢に向かって前向きに頑張る姿を見ることが増え、頼もしく思います。先生方が一人ひとりに丁寧
に関わってくださり、学習面だけでなく、心の成長も支えていただいています。また、良い友人に恵まれ、励まし合いながら、
充実した毎日を過ごしています。これからも、周りへの感謝を忘れずに、日々を大切に過ごしてほしいと思います。

高校2年　佐 々 木  紳 太 郎 さ ん

中学３年　鳴 海  ひ よ り さ ん

中学3年　佐 々 木  壱 将 さ ん

中学２年　鳴 海  し ず く さ ん

紳太郎さん・壱将さんの保護者

ひよりさん・しずくさんの保護者

紳 太 郎 さ ん

 壱 将 さ ん

 し ず く さ ん

 ひ よ り さ ん
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①医学科を目指した理由
妹の病気がきっかけで、小学生のころから、子どもの病気を治し健
康をサポートできる小児科医になりたいと考えていました。妹が弘
前大学医学部附属病院に入院していたため、関わって下さった医
療関係者の方々への憧れもあって弘前大学医学科への進学を決め
ました。
②中高の学校生活を振り返って
私は放送委員会に所属していたので、朝の放送やアナウンスの大
会に向けての練習を頑張っていました。うまくできなくてつらいこ
ともありましたが、最後までやり切れたのでいい経験になりまし
た。

①この学科を目指した理由
小学校の高学年くらいに、人口減少が進んでいる地方の課題に興
味を持つようになり、社会の課題について分析しながら地域社会
に貢献したいと思いました。
②中高の学校生活を振り返って
異文化理解の授業では、留学生との交流を通して視野を広げるこ
とができました。

①この学部を目指した理由
プログラミングやAIについての理解を深め、将来的には人の
役に立つものをつくりたいと考えたからです。
②中高の学校生活を振り返って
限られた高校生活を大切に過ごすことを意識していました。
今振り返ると、中高一貫校という環境に支えられていた部分
は大きかったです。

①この学部を目指した理由
両親が会計・経営の仕事をしている影響で目指し始めました。公
認会計士の資格を取って働くことを目指しています。
②中高の学校生活を振り返って
中学校での放課後の自学の時間を通して、自主的に勉強する姿勢
を身に付けることができました。

①この学科を目指した理由
プロゴルファーを目指しているため、留学を通して身に付けた
コミュニケーション力をさらに磨きたいと考えるようになりま
した。
②中高の学校生活を振り返って
勉強だけでなく、野菜を育てたり、体験学習に参加したりとさ
まざまな分野に興味を持つことができました。

①看護科を目指した理由
コロナ禍で、自分を犠牲にして防護服を着て治療に当たる医療従
事者を見て、自分も誰かの役に立ちたいと思いました。自衛隊看護
師は、有事の際や海外での貢献もできると知り、志すようになりま
した。
②中高の学校生活を振り返って
私は人前で話したり、周りとコミュニケーションを取ったりするの
が苦手でしたが、さまざまなアクティビティで発表の場があり、自
ら委員会や部活動に参加することで、徐々に克服していくことがで
きました。

弘前大学　医学部　医学科

総合人間科学部　社会学科
上智大学

コンピュータ理工学部
会津大学

商学部
明治大学 異文化コミュニケーション学部

異文化コミュニケーション学科

立教大学

防衛医科大学校　看護学科 自衛官コース加藤 紫苑
楢舘 優芽

さん

さん

さん さん

さん

さん

小幡 紘子豊川 善正

髙橋 瑠奈 桜庭 禄碩

からのメッセージ卒業生令和７年度
八戸聖ウルスラ学院高等学校

今年もウルスラ中高一貫生が　

弘前大学(医学部・医学科)現役合
格！　

防衛医科大学校  上智大学(3
名)など
ほか多数！

東北大学、北海道大学、東京学芸大学、東京藝術大学、埼玉大学、千葉大学、電気通信大学、
静岡大学、宇都宮大学、茨城大学、福島大学、山形大学、宮城教育大学、弘前大学、岩手大学、
秋田大学、北海道教育大学（函館校、旭川校）、国際教養大学、会津大学、横浜市立大学、青森
県立保健大学　ほか多数

慶應義塾大学、早稲田大学、上智大学、青山学院大学、明治大学、立教大学、法政大学、中央
大学、学習院大学、東京理科大学、東京都市大学、津田塾大学、同志社大学、聖心女子大学、
北里大学、日本獣医生命科学大学、岩手医科大学、東北医科薬科大学、日本赤十字東北看護
大学　ほか多数

国公立大学

私立大学

今年も難関大学続々 合格！

夢に近づく
６年間

夢に近づく
６年間

６年間の積み重ねで
夢を叶える
　ウルスラ中・高では生徒一人ひとりに合った学習指
導や進路指導により、希望する進路を実現するための
環境を整えています。６年間を通して、生徒たちの学力
向上を支えていきます。

国公立大学受験も安心！数学と英語の先取りの強みが受験で生かせる！

医療系と難関大に強いウルスラ！課外活動で自分の強みを作る・アピールできる！特色①

特色②

（過去5年間一部抜粋）

ウルスラ高校の進路実績

14    Hachinohe St.Ursula Junior High School　School Guide 2027  Hachinohe St.Ursula Junior High School　School Guide  2027    15



日本一 日本一

ウルスラ高の科・コース ウルスラ中高一貫生たちの活躍

第72回NHK杯全国高校放送コンテスト　アナウンス部門　優勝

第13回高校生直木賞
全国大会出場

日本ユネスコ協会連盟・公益 
財団法人かめのり財団共催
第９回  カンボジアスタディ    
ツアー選抜

第11回PDA高校生即興型
英語ディベート全国大会
ベストPOI賞

実用英語技能検定１級

塩 野 直 道 記 念 第１３回       
算 数・数 学 の 自 由 研 究   
作品 コンクール
青森県 優秀賞

塩 野 直 道 記 念 第１３回       
算 数・数 学 の 自 由 研 究   
作品 コンクール
青森県 優秀賞

第62回八戸市中学校英語
弁論大会
暗唱の部　第２位

第62回八戸市中学校英語
弁論大会
創作の部　第２位

第46回高等学校総合文化祭
国際理解部門　最優秀賞

第46回高等学校総合文化祭
演劇部門　優秀賞 演技賞

第71回青少年読書感想文
コンクール青森県審査
課題図書優良

第71回青少年読書感想文
コンクール青森県審査
課題図書入選 デーリー東北新聞感想文　デーリー東北賞

※ウルスラ中として受賞

第11回ビブリオバトル全国大会inいこま　チャンプ（優勝）　ウルスラ中の卒業生だけで編成され
るコースです。中学から継続して行われ
る先取り学習のメリットを最大限に生
かし、難関大学への現役合格を目指し
ます。

　音楽の初心者からプロを目指す方まで、
幅広いニーズに対応しています。充実した
音楽系カリキュラムに加え、一般教科にも
力を入れることができます。また、ボイスト
レーニングやコード演習、アートマネジメン
ト講座など、クラシック音楽以外も学ぶこ
とができます。

　会話にも受験にも使える実践的な英語
を身に付けることができます。大学で学ぶ
ような専門的な授業が充実しているほか、
1年 間の長 期 留 学を経 験する生 徒もいま
す。圧倒的な英語力を生かし、国公立大学
にも多数合格しています。

　難関大学合格を目指すコースです。少人
数制・習熟度別の授業に加え、模試対策
も充実しています。2年次からは文系・理
系に分かれ、担当教員による個別のアドバ
イスなどを通して、一人ひとりの目標に合
わせた指導を行っています。

医学部・国公立大学・難関私大

医学部・国公立大学・難関私大

国公立大学・難関私大・海外の大学

4年制大学・短期大学

目標進路

目標進路

目標進路

目標進路

UA

MA

英語科

SA

コース

コース
コース

普通科

普通科
普通科

　ウルスラ高は5つの科・コースに分かれています。ウルスラ中で学んだ生徒は基本的には「普通科 
UAコース」に進学しますが、普通科LAコース、MAコース、英語科に進学することもできます。

文　芸国際協力

英　語 部活動

部活動

自由研究

自由研究

英語スピーチ

英語スピーチ

読書感想文

読書感想文

読書感想文

　基礎学力を身に付けながら、部活動
や課外活動を通して知識と教養を深め
ます。4年 制 大 学や短 期 大 学への進 学
をはじめ、行政機関や有名企業への就
職など幅 広い進 路 選 択に対 応します。
高校生活を楽しみながら、自分のペー
スで努力できます。

4年制大学・短期大学・
専門学校・就職

目標進路

LA コース
普通科

放送
コンテスト

ビブリオ
バトル

中学

中学

中学中学

中学

中学

高校高校

高校高校

高校 高校

高校

中学
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　八戸市内はもちろん、近隣市町村からの通学も可能です。各市町村からのスクールバスをご
用意しています。八戸市内は、路線バスでのアクセスも良好です。

希望者は給食を利用することができます。1 食当たり約 490 円です。青森県から補助がある
ため、保護者負担分は 150 円（令和 8 年度）です。

給  食

スクールバス

◎ iPad 関連費用 本体・通信料等として毎月 5 ,000 円程度（変動あり）。
付属品代として初年度 4 月に 30 ,000 円程度を徴収します。

◎その他　 副教材費、体験学習費、その他各種模擬試験、検定料等は生徒個々人にかかる実費負担となりま
す。年間合計概算として毎年 100 ,000 円を見積もっています。

（令和 8 年度現在）

1931.5.9	 白石イシミ氏が八戸和洋裁縫女塾を創立(柏崎新町) 
1951.3.31	 私立学校法により学校法人白菊学園を設立、校名を
	 白菊学園高等学校、同中学校と改称
1977.3.31	 中学校廃止
1989.4.1	 校名を八戸聖ウルスラ学院高等学校と改称
2005.4	 男女共学開始
2010.4	 中学校を再開設
2011.10	 学院創立80周年
2019.3	 第2回PDA中学生即興型英語ディベート
	 全国大会5位
2019.10	 第71回青森県中学校英語弁論大会 創作の部
	 第1位 圓子歩菜
2019.12	 第8回塩野直道記念「算数・数学の自由研究」
	 作品コンクール 青森県最優秀賞 岡山凪沙
2020.10	 中学校創立10周年
2021.10	 学院創立90周年
2021.11	 東北六県中学校英語暗唱大会 第1位 岩渕匡花
2023.1	 第47回青森県アンサンブルコンテスト
	 木管打三重奏 金賞（東北大会出場）（２年連続）
2023.7	 第65回青森県吹奏楽コンクール高等学校小編成の部
	 金賞（東北大会出場）
2025.7	 第72回NHK杯全国高校放送コンテスト
	 アナウンス部門 優勝

沿 革

　本学院では、生徒たちが互いを尊敬し合う心の育

成や、確かな学力の向上、グローバル社会に対応で

きるコミュニケーション力を身に付けた、総合的な

人間力の育成に取り組んでいます。中高一貫教育の

強みを生かした多様な学習や行事を通して、自ら学

ぶ姿勢や他者を尊重する心を育むのが、本学院の教

育の特徴です。

　1人でも多くの生徒たちがウルスラならではの国

際交流を通して英語力を磨き、視野を広げ、将来さ

まざまな形で世界に貢献することを願っています。

自 ら 学 ぶ 姿 勢 と
他 者 を 尊 重 す る 心 を 育 む

理事長・校長挨拶

八戸聖ウルスラ学院
理事長・校長
里村 智彦

公共交通機関

スクールバス

● JR八戸線、青い森鉄道、いわて銀河鉄道、 新幹線を
　ご利用の場合
　『八戸駅』下車
　八戸駅東口バスのりば ④番【南部バス】
　『聖ウルスラ学院及び八戸ニュータウン行』乗車
　『聖ウルスラ学院』または『高専前』下車

● 八戸市営バス・南部バスをご利用の場合
　『聖ウルスラ学院』または『高専前』経由のバスに乗車
※バス停留所は学校敷地内、事務所前玄関のすぐそばに
　あります
※一部『高専前』で乗降となる路線もあります

スクールバスは、各路線とも定員があり、
空席がない場合がございますのでご了承ください。
詳しくは HP または下記 QR をお読み取りください。

八戸市内から……………………片道（月額）約6,000円
新郷村・五戸町から……………片道（月額）約9,000円
田子町・三戸町から……………片道（月額）約9,000円

三沢市内から……………………片道（月額）  約 9,000 円
十和田市内から…………………片道（月額）約10 ,000 円

授業料・各種費用など

学校生活に関する情報 アクセス

馬淵川馬淵川

至八戸自動車道

八戸ニュータウン

八戸高専

●ミニストップ

●田面木小学校

日赤病院●

JR八戸駅

八戸聖ウルスラ学院

至平中

池

●根城史跡
　公園

至市内

至三戸

●櫛引八幡宮
よこまち
ストア●

スクールバスで

約１時間 10 分
スクールバスで

市内から 約１時間 15 分

スクールバスで

約１時間 25 分

スクールバスで

約１時間 10 分

電車通学も可

鮫

スクールバスで

約１時間

1年次 2年次 3年次
入学時の経費 入学金 30,000円
（入学時のみ） 教育充実費 80,000円

授業料 20,000円
施設設備費 6,000円
教材教具費 2,000円

諸経費 11,000円
PTA会費 18,000円

特別活動後援基金 10,000円
生徒会費 10,000円

月　額 年　額

校納費

その他経費
6,000円 6,000円
18,000円 18,000円
10,000円 10,000円
10,000円 10,000円

240,000円
72,000円
24,000円

※年間一括納入の場合 336,000円（5月納入）
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入学までのスケジュール

学校説明会

各種学校見学

第 1回入学検査 願書受付

第 1回 入学検査 ( 募 集 定 員 45 名 )

第 1回 入学検査 合格発表

入学手続き

入学説明会

入学手続き

第 2 回 入学検査 合格発表

第 2 回 入学検査 ( 募 集 定 員15 名 )

第 2 回入学検査 願書受付

第 1回
第 2 回
第 3 回
第 4 回

体験学習会
授業見学と個別相談会①
入試問題体験会
授業見学と個別相談会②

6月27日㈯
7月25日㈯
8月1日㈯
8月22日㈯

8月29日㈯
9月5日㈯
9月12日㈯
10月31日㈯

令和８年 11月9日㈪～11月20日㈮

令和８年 11月28日㈯

令和８年 12月4日㈮

令和８年 12月4日㈮～12月15日㈫

令和9年 2月20日㈯　9時～12時

令和9年 1月22日㈮～2月2日㈫

令和9年 1月22日㈮

令和9年 1月16日㈯

令和８年 12月21日㈪～令和9年 1月８日㈮

10時～11時30分
10時～11時30分
10時～11時30分
10時～11時30分

9時～12時
9時～11時
9時～12時
9時～11時

本校
本校
本校
本校

本校

八戸プラザホテル
八戸パークホテル
三沢シティホテル
八戸プラザホテル

予約不要

要予約

・各会場同一内容
・保護者のみの参加も可
・参加児童の学年は問いません
・入学検査過去問題を配布します

・中学生の授業見学
・中学生による学校生活紹介

各種学校見学会
申込はこちら

授業見学と個別相談会

体験学習会

入試問題体験会

・中学校の授業を体験
・中学生による学校生活紹介

・入試問題の体験と解説
・中学生による学校生活紹介

国語　算数　適性検査　面接 国語　算数　適性検査　面接

八戸聖ウルスラ学院中学校 〒 039-1104 青森県八戸市大字田面木字上野平 53-2
TEL/0178-27-2245　FAX/0178-27-2172
https://www.ursula.ac.jp　mail@ursula.ac.jp


